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平塚市の人口と世帯数
＜平成29年4月1日現在（   ）内は前月比＞

人　口 257,877人…（−17）
世帯数 109,020世帯…（+359）

1〜３面…　　　あなたの身近で支えます…相談や悩み事の解決など、地域で活動する
　　　　　　 　民生委員児童委員を紹介します。
4〜７面…募集・健康と福祉・お知らせ・スポーツ
　 ８面…ヒラツカルチャー  「MOTTO図書館」
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集特

　「どうですか、最近は変わったことはないですか」。
民生委員児童委員の小原公

こう

一
いち

さん（右）の問い掛けに、
「顔を見に来てくれるので、安心して過ごせています」
と自宅の玄関先で答える女性。民生委員児童委員は
地域の相談役として日々活動しています。
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そ
の
他

日
常
の
支
援

住
居
な
ど
生
活
環
境

家
族
関
係

生
活
の
費
用
な
ど

子
育
て
関
係

介
護
保
険
・
福
祉
な
ど

高齢者に関する相談が最多

信
頼
関
係
で
結
ば
れ
る

子
育
て
の
応
援
団
と
し
て

 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
自
宅

で
、
地
図
を
見
な
が
ら
話
す
民
生

委
員
児
童
委
員
の
鈴
木
幸さ

ち

子こ

さ

ん
。「
も
し
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た

ら
、
津
波
が
来
る
前
に
、
こ
の
ビ

ル
に
避
難
す
る
と
決
め
て
お
く
と

い
い
で
す
よ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

近
く
で
そ
っ
と
見
守
る

　
「
今
日
は
新
し
く
な
っ
た
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
紹
介
も
兼
ね

て
訪
問
し
ま
し
た
」と
話
す
鈴
木

さ
ん
。
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
の
中
で
、
一
番
多
い
の
は
高
齢

者
に
関
す
る
相
談
や
訪
問
で
す

（
下
囲
み
）。
鈴
木
さ
ん
は
市
の
依

頼
に
よ
る
訪
問
や
、
地
区
の
社
会

地域を見守る民生委員児童委員
　厚生労働大臣の委嘱を受けた、非常勤で特別職の地
方公務員です。住民の立場に立ち、相談を受けたり、
支援への橋渡しをしたりします。全ての民生委員は児
童委員を兼ねていて、平塚市では２３地区に分かれて活
動しています。任期は３年で、現在は昨年1２月に改選さ
れた男性1３4人、女性２65人の計３99人が活動しています。
　民生委員児童委員の中には、主に児童福祉に関する
活動をする主任児童委員が44人います。
　お住まいの地区の民生委員児童委員を知りたい方は、
福祉総務課☎２1ー9８4８へお問い合わせください。

■どんな人が、どうやってなるの　ボランティア活動
などの実績がある人が地域からの推薦を受けて、市と
県の審査を経て、委嘱されます。

■無報酬のボランティアです　報酬はありません。活
動の実費の支給のみで活動しています。

■秘密を守ります　守秘義務があり、相談者のプライ
バシーに配慮しながら活動しています。

　
「
久
し
ぶ
り
ね
。
あ
れ
、
下
の

お
子
さ
ん
元
気
に
産
ま
れ
た
ん
だ

ね
」。
乳
児
を
連
れ
た
母
親
に
明

る
く
声
を
掛
け
る
主
任
児
童
委
員

　民生委員児童委員が平成２８年度
に受けた相談は7,000件以上。対象
は高齢者が70㌫以上を占めていま
す。日常の支援のほか、分類すること
ができない相談などが多く、複雑な
相談の相手として活躍しています。

見守り
つなぎ
支援する
　「私たちは地域の
相談役、行政や関係
機関へのパイプ役な
んです」と市民生委
員児童委員協議会の飯田弘会長は強調します。
　「市内には福祉施設が多く、町内福祉村など
の活動も活発で、市民に広く福祉の精神が根
付いていると感じます。地域の住民がお互い
に支え合って暮らしていく社会が理想です」と
話す飯田会長。「実現に向けて民生委員児童委
員が一翼を担っていければ」と続けます。

幅広い世代の支えとなる
　地域の中で、子育てから高齢者の問題まで、
幅広い相談を受ける民生委員児童委員。「最近
は、教育委員会との連携も強くなってきてい
ます。生活に不安を感じる子育て中の方の支
援の窓口としても活動し、制度が広く浸透し
ていると感じます」と話します。しかし一方で
「存在自体を知らない人もまだまだ多い」と飯
田会長。「地域には相談できる相手として民生
委員児童委員がいるということを知ってもら
いたいです。そして、周囲の支援が必要な方
にも伝えてほしい。遠慮せずに相談してもら
いたいですね」と力を込めます。

福
祉
協
議
会
が
行
う
宅
配
弁
当
の

配
布
の
ほ
か
に
も
自
主
的
に
訪
問

を
し
て
い
ま
す
。

　

1
人
暮
ら
し
で
は
な
く
て
も
、

日
中
家
に
1
人
で
い
る
高
齢
者

や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
も
自

分
な
り
の
資
料
を
作
り
、
把
握
し

て
い
ま
す
。「
特
に
気
を
配
っ
て
い

る
方
は
定
期
的
に
訪
問
し
ま
す
」

と
話
す
鈴
木
さ
ん
。
さ
ら
に
、
外

出
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
ほ
か
、

夜
に
は
電
気
が
つ
い
て
い
る
か
な

ど
に
も
気
を
配
り
ま
す
。「
救
急
車

の
音
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
ど
こ

に
止
ま
る
の
か
に
も
注
意
し
て
い

ま
す
」と
付
け
加
え
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
民
生
委
員
児
童
委

員
に
な
り
、
４
期
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。「
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、

声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
相
談
を
し

て
も
ら
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
３
年
か
か
り
ま
し
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。「
ゆ
っ
く
り
話
を

聞
く
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
雑
談

か
ら
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り
信
頼

関
係
が
大
切
な
の
で
」。

気
軽
に
声
を
掛
け
て
み
て

　

寄
せ
ら
れ
る
相
談
で
多
い
の
は

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
内
容

で
す
。「
自
分
で
市
役
所
や
高
齢
者

よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）へ
相
談
に
行

く
方
も
い
ま
す
が
、
民
生
委
員
児

童
委
員
は
窓
口
の
一
つ
。
相
談
先

が
多
い
の
は
良
い
こ
と
で
す
。
1

人
暮
ら
し
の
方
に
限
ら
ず
、
誰
で

も
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と

鈴
木
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
が
受
け
る

相
談
は
生
活
に
関
す
る
個
人
的
な

内
容
が
多
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
家

族
間
の
相
談
も
。「
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
の
情
報
は
多
く
の
機

関
で
共
有
し
た
い
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
広
げ
れ
ば
い
い
の
か
悩
み
ま

す
。
大
変
な
部
分
も
確
か
に
あ
り

ま
す
」と
鈴
木
さ
ん
。「
で
も
、
相

談
者
の
問
題
が
解
決
し
た
時
に

は
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
が

一
番
の
励
み
で
す
」と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
を
相
談
し
な

い
方
が
い
い
の
で
は
、
と
は
思
わ

ず
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
生

活
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
相
談

に
乗
る
の
が
役
目
で
す
か
ら
」と

呼
び
掛
け
ま
す
。

の
秦は

た

有ゆ
う

子こ

さ
ん
。
金
目
公
民
館

（
南
金
目
966
）の
和
室
に
、
20
人
以

上
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン「
す

　
民
生
委
員
制
度
は
今
年
で
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
は
地
域
の
相
談
役
と
し

て
、
住
民
に
寄
り
添
い
、
日
常
生
活
で
の
困
り
事
の
解
決
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
今
日
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
　
福
祉
総
務
課
☎
21
―
９
８
４
８

あ
な
た
の
身
近
で
支
え
ま
す

鈴木さんは「自治会など地域とも連携して
活動していきたい」と話します

四葉のクローバーをかたどった
民生委員児童委員のバッジ（手前）

協
議
会
の
定
例
会
議
で
発
言
す
る

飯
田
会
長

↓

対象別件数

内容別件数

高齢者
 5,330件（72.0㌫）

その他 １,026件
（１3.9㌫）

子ども 5１8件
（7.0㌫）

障がい者
529件

（7.１㌫）
合計

7,403件
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日頃の活動を紹介します

安
心
カ
ー
ド
で
災
害
に
備
え
る

　

風
水
害
や
地
震
の
発
生
時
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
を
登
録
す
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制

度
」。
高
齢
者
や
障
が
い
者
ら
を
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
登
録
し

ま
す
。
こ
の
制
度
を
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
強
化
し
て
い
る
の

変化しながら続いていく
　「民生委員児童委員は地域住民の問題を
把握するだけではなく、関係機関へつなげ
ていく役割を創設当時から持っていまし
た」と話す、千葉県松戸市にある聖

せい
徳
とく
大学

心理・福祉学部の豊田宗
むね
裕
ひろ
教授（右写真）。

　今年で100周年を迎える民生委員制度、
その始まりは大正６（1９1７）年に岡山県で創設された「済

さい
世
せい
顧問制

度」です。当時、食糧不足から米騒動が起きるなど人々の暮ら
しは厳しく、県知事らが地域住民の暮らしの実情を探るために
制定し、翌年には大阪府で「方面委員制度」が制定されました。
方面、つまり地域に相談を受ける委員を置いたのです。この二
つの制度が現在の民生委員制度の基礎となりました。
　昭和21年には民生委員令が公布され、現在まで続く呼び名が
生まれました。「時代と共に、民生委員児童委員の住民との関わ
り方も変化しています」と話す豊田教授。「戦前や戦後しばらく
は、行政と一体になって支援するという性格が強かったのです
が、今は一律の制度では補えない、地域ごとに多様化する問題
への対応が主な活動です。住民サイドに立ち、住民目線で活動
して、行政への働きかけをしています」。
　市の民生委員児童委員の研修で講師を務めた豊田教授は、民
生委員児童委員が７0歳以上の1人暮らし高齢者を全戸訪問する
という市の取り組みを、「単に生活の状況を確認するだけではな
く、介護や家族間の問題など、日常を取り巻く心配事を把握す
る良い取り組み」と話します。「訪問の結果を、次の支援に生か
す仕組みづくりが重要ですね」と続けます。
　「100年続いた民生委員制度、これからも変わらずに続く役割
と法制度の変更などにより変化する役割を、一緒にとらえなが
ら、活動を続けていくことが重要です」と解説します。

く
す
く
っ
こ
」を
、
毎
月
第
４

月
曜
日
の
午
前
10
時
～
11
時
30
分

に
、
地
区
の
主
任
児
童
委
員
と
民

生
委
員
児
童
委
員
が
主
体
と
な
っ

て
開
い
て
い
ま
す
。

母
親
が
安
ら
ぐ
場
所

　
「
初
め
て
来
た
お
母
さ
ん
や
、

な
か
な
か
話
の
輪
に
入
れ
な
い
お

母
さ
ん
に
は
、様
子
を
見
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」と
話
す
主
任
児
童
委
員

の
福
島
美
加
さ
ん
。「
最
近
は
引
っ

越
し
て
く
る
方
も
多
く
、
誰
も
知

り
合
い
が
い
な
い
土
地
だ
と
不
安

を
抱
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
遊

び
相
手
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何

よ
り
お
母
さ
ん
自
身
が
話
し
相
手

を
求
め
て
い
る
の
で
、
人
と
つ
な

が
る
場
を
提
供
し
た
い
で
す
」と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
母
親
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
、
と
話

す
福
島
さ
ん
。「
子
ど
も
は
も
ち
ろ

ん
か
わ
い
い
け
れ
ど
、
育
児
へ
の

不
安
や
家
に
こ
も
っ
て
い
る
ス
ト

レ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
は
、
す
く
す
く
っ
こ
に
来
て

ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。
子

ど
も
を
２
人
連
れ
て
き
た
母
親
は

「
家
で
は
１
人
で
子
ど
も
２
人
を

同
時
に
見
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
皆
さ
ん
が
下
の
子
を
見
て
く
れ

る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
上
の
子
と
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
穏

や
か
な
表
情
で
話
し
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
子
育
て
の
先

輩
と
し
て
、
相
手
の
育
児
を
否
定

せ
ず
に
話
を
聞
き
、
自
分
の
経
験

や
失
敗
談
も
話
し
ま
す
。例
え
ば
、

子
ど
も
の
人
見
知
り
で
悩
ん
で
い

る
母
親
に
も
、
そ
れ
は
成
長
の
過

程
だ
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
大
丈

夫
、
と
声
を
掛
け
ま
す
。

　
「『
頑
張
っ
て
い
る
ね
』と
伝
え

る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
」と
福
島

さ
ん
。「
私
た
ち
が
話
を
受
け
止
め

て
、
共
感
し
な
が
ら
応
援
す
る
こ

と
が
、
お
母
さ
ん
の
安
心
と
自
信

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
か
ら
」。

子
育
て
を
地
域
全
体
で

　

す
く
す
く
っ
こ
の
開
催
は
月
に

１
回
で
す
が
、
こ
こ
で
で
き
た
つ

な
が
り
は
続
い
て
い
き
ま
す
。
秦

さ
ん
は「
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
保
育
所
や
小
学
校
な
ど
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
地
域
に
顔

見
知
り
が
い
る
の
は
、
心
強
い
で

す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

地
域
の
小
学
校
と
中
学
校
の
訪

問
も
し
て
い
ま
す
。校
長
や
教
頭
、

生
活
指
導
の
教
師
ら
と
面
談
し
、

学
校
と
も
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
ま
す
。「
主
任
児
童

委
員
に
な
っ
て
か
ら
、
見
守
り
と

い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。
口

に
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
適
度

な
距
離
を
保
っ
て
接
す
る
の
が
難

し
い
で
す
ね
」と
話
す
福
島
さ
ん
。

「
活
動
も
４
年
目
に
入
り
、
少
し

ず
つ
役
割
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
「
私
た
ち
も
、
子
育
て
中
は
地

域
に
大
切
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

親
子
一
緒
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
恩
返
し
と
、
地
域
の
絆
を
次

の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
、
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
2
人
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

が
、
大
神
地
区
で
す
。

　
「
こ
の『
大
神
安
心
カ
ー
ド（
災

害
時
避
難
支
援
票
）』は
、
地
区
の

地
域
福
祉
推
進
会
議
で
話
し
合

い
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
自
治

会
役
員
で
作
り
ま
し
た
」と
話
す

民
生
委
員
児
童
委
員
の
小
瀬
村
春

雄
さ
ん
。
カ
ー
ド
に
は
民
生
委
員

児
童
委
員
の
ほ
か
に
、
自
治
会
役

員
や
隣
組
長
の
名
前
も
記
入
し
ま

す
。
さ
ら
に
災
害
時
の
声
掛
け
に

協
力
し
て
く
れ
る『
避
難
支
援
者
』

の
名
前
を
記
入
し
ま
す
。

近
所
の
協
力
が
重
要

　

災
害
時
、
民
生
委
員
児
童
委
員

は
担
当
地
区
の
要
支
援
者
を
個
別

に
訪
問
し
、安
否
確
認
を
し
ま
す
。

「
し
か
し
、
全
て
の
世
帯
を
同
時

に
は
訪
問
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
が

訪
問
す
る
前
に
手
助
け
し
て
く
れ

る
避
難
支
援
者
を
見
つ
け
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
要
支
援
者
の

希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
避
難
支
援

者
を
見
つ
け
る
の
が
民
生
委
員
児

童
委
員
の
大
き
な
役
割
で
す
」。

　

現
在
、
大
神
地
区
で
は
要
支
援

者
39
人
、
そ
し
て
避
難
支
援
者
ら

が
80
人
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
要

支
援
者
１
人
に
２
人
の
避
難
支
援

者
が
い
る
の
が
理
想
で
す
が
、
な

か
な
か
難
し
い
で
す
。
そ
れ
で
も

必
ず
１
人
は
登
録
し
て
い
ま
す
」

と
強
調
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
要
支
援
者
本
人
と

避
難
支
援
者
、
隣
組
長
の
３
名
が

持
ち
、
毎
年
更
新
し
ま
す
。「
避
難

支
援
者
も
比
較
的
高
齢
の
方
が
多

く
、
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
」と
小
瀬
村
さ
ん
は
話

し
ま
す
。「
何
よ
り
、
つ
な
が
り
を

途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
確
認

の
意
味
も
込
め
て
年
1
回
更
新
し

て
い
ま
す
。
た
っ
た
１
枚
の
紙
で

す
が
、
お
互
い
の
関
係
を
維
持
す

る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

　

最
近
、
登
録
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。「
制
度
が
浸
透
し
て
い

な
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
新
規
の

登
録
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
」

と
危
惧
す
る
小
瀬
村
さ
ん
。「
今
後

も
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
続
け
る

た
め
に
、
制
度
の
周
知
と
毎
年
の

更
新
を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
力

強
く
う
な
ず
き
ま
す
。

パネル展　５月８日（月）～12日（金）、午前８時30分～午後５時（８日は午前10
時から、12日は午後４時まで）。本館1階多目的スペース。
民生委員の日街頭キャンペーン　５月12日(金)は民生委員の日です。この
日を記念して、街頭キャンペーンをします。①午後1時30分。紅谷町ま
ちかど広場（紅谷町12‒21）②午後1時４５分。平塚駅東口周辺と南口周辺。

問　福祉総務課☎21ー９８４８

↓

大神安心カードを手にする小瀬村さん

参加者の男の子とあいさつをする秦さん（左）

親子を見守る福島さん（右）
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　5月8日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

美
術
館
協
議
会
委
員

　

８
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
次
の

条
件
を
全
て
満
た
す
方
１
人（
選

考
）①
８
月
１
日
現
在
、
市
内
に

１
年
以
上
在
住
で
高
校
生
を
除
く

18
～
75
歳
②
平
日
に
年
２
回
程
度

開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
③
市
の

ほ
か
の
付
属
機
関
な
ど
の
委
員
で

は
な
い
、
な
ど
。
詳
し
く
は
、
美

術
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１
や

市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、
本

人
が
直
接
、
５
月
31
日（
水
）ま
で

に
、
同
館
へ
。

子
ど
も
美
術
教
室

　

七し
つ

宝ぽ
う

焼
き
を
し
た
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
万
華
鏡
を
作
っ
た
り
し
ま

す
。
初
心
者
向
け
の
易
し
い
内
容

で
す
。

　

６
月
３
日
～
24
日
の
土
曜
日
、

全
４
回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内
在
住

の
小
学
校
３
～
６
年
生
20
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。
筆

記
用
具
・
絵
の
具
。
１
０
０
０
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
学
年
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
５
月
17

日（
水
）ま
で
に
、
青
少
年
課
☎
32

―
７
０
２
９

31
―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

　

入
居
予
定
日
は
９
月
１
日（
金
）。

抽
選
。
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方
①
20
歳
以
上
ま
た
は
既
婚

②
夫
婦
や
親
子
主
体
の
家
族
③

市
内
に
１
年
以
上
在
住
④
収
入

が
基
準
以
内
⑤
住
宅
困
窮
理
由

が
市
の
条
件
に
合
う
⑥
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
⑦
申
込
者
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
暴
力
団
員
で
は
な
い
。
単
身

者
は
②
を
除
き
ま
す
。

　

次
の
世
帯
は
優
遇
し
ま
す
ⓐ

母
子
・
父
子
ⓑ
高
齢
者
ⓒ
障
が

い
者
ⓓ
原
子
爆
弾
被
爆
者
。

募　

５
月
12
日（
金
）～
26
日（
金
）

に
本
館
１
階
案
内
窓
口
や
公
民
館

な
ど
で
配
る
申
込
書
を
、郵
送
で
、

26
日
ま
で
に
、
〒
254
―
0042
明
石
町

７
―
10
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
平

塚
市
営
住
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
74
―
４
０
０
５
へ
。

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

布
を
再
利
用
し
て
、
ぞ
う
り
を

作
り
ま
す（
右
下
写
真
）。

　

５
月
19
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
四
之

宮
７
―
３
―
５
）。
16
人（
抽
選
）。

布
・
は
さ
み
・
物
差
し
・
ピ
ン
セ
ッ

ト
な
ど
。

募　

電
話
で
、
５
月
11
日（
木
）ま

で
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51

―
５
３
０
１
へ
。

琴
の
入
門
講
座

　

琴
を
弾
く
た
め
の
基
本
的
な
知

識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

６
月
17
日
～
11
月
25
日
の
土
曜

日
、
全
10
回
、
午
前
10
時
30
分
～

正
午
。
市
民
セ
ン
タ
ー
。
小
学
校

４
年
生
以
上
の
方
20
人（
先
着↓

と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
で

も「
見
に
来
た
人
に『
き
れ
い
だ

ね
』『
い
つ
も
あ
り
が
と
う
』と
声

を
掛
け
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

見
る
と
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

な
、
と
本
当
に
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

人
に
見
に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
神
通
さ
ん
。「
花
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
形
の

風
車
な
ど
を

作
っ
て
、
来

て
く
れ
た
人

が
楽
し
め
る

よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま

す
。
花
畑
に

あ
る
風
車

は
、
全
部
私

の
手
作
り
な
ん
で
す
よ
」と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

　

現
在
は
、
33
人
が
所
属
す
る
同

会
。
現
在
の
課
題
は
、
会
員
の
高

齢
化
と
人
手
不
足
で
す
。
特
に
人

手
が
足
り
な
い
と
、
作
業
で
き
る

面
積
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
花
畑
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
も
っ
と
会
員
が
増
え
て

欲
し
い
で
す
ね
。
大
変
そ
う
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
花
畑

で
の
作
業
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で

き
ま
す
。
作
業
し
な
が
ら
会
員
同

　

相
模
川
の
河
川
敷
、
約
３
㌶
の
広
大
な
敷
地
で
、
菜
の
花
や
ポ
ピ
ー
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

に
コ
ス
モ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
季
節
の
花
が
楽
し
め
る
イ
シ
ッ
ク
ス
馬
入
の
お
花
畑

（
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
東
側
）。
今
年
、
20
周
年
を
迎
え
る
花
畑
は
、
精

力
的
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

み
ど
り
公
園
・
水
辺
課
☎
21
―
９
８
５
２

士
で
話
を
す
る
の
も
楽
し
み
の
一

つ
な
の
で
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ

ま
す
よ
」と
神
通
さ
ん
は
呼
び
掛

け
ま
す
。

馬
入
花
畑
の
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
ま
せ
ん
か

　

月
４
～
８
回
程
度
の
草
取
り
や

苗
の
植
栽
と
、
年
２
回
の
ポ
ピ
ー

や
コ
ス
モ
ス
の
摘
み
取
り
イ
ベ
ン

ト
を
し
ま
す
。
活
動
時
間
は
午
前

９
時
～
11
時
30
分
。年
会
費
500
円
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

草取りをする神通さん

きれいな花畑をいつまでも

　
「
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
花
畑

を
、
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
状
態

に
保
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と

話
す
の
は
、
馬
入
花
畑
の
会
の
神じ

ん

通つ
う

正
勝
さ
ん
。
同
会
は
、
花
畑
が

で
き
た
平
成
９
年
か
ら
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、
16
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
草
取
り
や

苗
の
植
栽
な
ど
を
中
心
に
週
２
回

ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
花
と
緑
の
愛
護
に
功
績

が
あ
っ
た
団
体
に
与
え
ら
れ
る

「
み
ど
り
の
愛
護
」功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
が
や
り
が
い

　

約
５
年
前
に
同
会
に
入
会
し
た

神
通
さ
ん
。「
孫
と
一
緒
に
花
畑
を

見
に
来
た
の
で
す
が
、
本
当
に
き

れ
い
で
ね
。
孫
も
喜
ん
で
い
た
の

で
、
自
分
に
も
何
か
手
伝
え
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」と
入

会
の
き
っ
か
け
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

入
会
し
て
か
ら
は
、
ほ
か
の
会

員
と
一
緒
に
汗
を
流
す
日
々
。
太

陽
の
下
で
の
作
業
は
、
暑
さ
が
厳

し
い
時
期
な
ど
、
辛
く
感
じ
る
こ

花の見頃をご案内
　イシックス馬入のお花畑で楽しめる代表的
な花を紹介します。開花状況などは市ウェブ
でもご覧いただけます。
４月　チューリップ・菜の花・シバザクラ
5月　ポピー・ヤグルマギク
7月　ラベンダー
9・10月　コスモス

飛行機型の風車も手作り

秋
が
見
頃
の
コ
ス
モ
ス
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順
）。
筆
記
用
具
。
１
万
円
。

募　
電
話
で
、５
月
10
日（
水
）午
前

10
時
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
財
団
文

化
事
業
課
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。

谷
戸
田
で
田
植
え
体
験

　

里
山
の
自
然
豊
か
な
風
景
の

中
で
、
昔
な
が
ら
の
田
植
え
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。
東
海
大
学

と
神
奈
川
大
学
の
学
生
も
参
加

し
ま
す
。

　

６
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
荒
天
の
場
合
は
４
日（
日
）に

延
期
。里
山
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド（
土

屋
１
０
７
６
付
近
）。
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
60
人（
抽
選
）。

雨
具
・
帽
子
・
軍
手
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
・
お
し
ぼ
り
な

ど
。
作
業
に
適
し
た
服
装
・
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

参
加
者
全
員
の
必
要
事
項
・

生
年
月
日
を
、
は
が
き
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
５
月
19

日（
金
）ま
で
に
、
環
境
政
策
課
☎

21
―
９
７
６
２

21
―
９
６
０
３

kankyo-s-event@

へ
。市
ウ
ェ

ブ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

里
山
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

押
し
花
づ
く
り
や
里
山
の
初
夏

の
風
景
の
撮
影
・
観
察
、
散
策
路

の
整
備
な
ど
を
し
ま
す
。
活
動
後

に
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。
雨
天
時

は
、
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

　

６
月
17
日（
土
）午
後
１
時
～
５

時
。
吉
沢
公
民
館（
上
吉
沢
395
）集

合
。
80
人（
先
着
順
・
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。
保
険
証
の

写
し
・
雨
具
・
帽
子
・
タ
オ
ル
な

ど
。
300
円
。
作
業
に
適
し
た
服
装
・

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
・

ゆ
る
ぎ
地
区
活
性
化
に
向
け
た
協

議
会
☎
58
―
４
１
７
９

58
―
４

３
２
６
へ
。

就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

エ
ク
セ
ル
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
操
作
を
学
び
ま
す
。

　

５
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）、

全
３
回
、午
前
10
時
～
午
後
４
時
。

勤
労
会
館
。
全
て
の
日
程
に
参
加

で
き
、
就
労
を
希
望
す
る
15
～
39

歳
の
方
12
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

若
者
の
個
別
就
労
相
談

　

就
労
を
希
望
す
る
若
者
を
対
象

に
個
別
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

　

５
月
17
日
、
６
月
７
日
・
21
日

の
水
曜
日
、
午
前
10
時
・
11
時
・

午
後
１
時
・
２
時
・
３
時
。
１
回

50
分
。
勤
労
会
館
。
学
校
な
ど
に

在
籍
し
て
い
な
い
未
就
労
の
15
～

39
歳
の
方
と
保
護
者
、
各
日
５
組

（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

日
赤
の
講
習
会

　

健
康
生
活
支
援
講
習
支
援
員
の

養
成
講
習
会
で
す
。
健
康
増
進
や

高
齢
者
の
支
援
に
役
立
つ
知
識
・

技
術
を
学
び
ま
す
。
検
定
試
験
が

あ
り
ま
す
。

　
６
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）、
全

２
回
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
。
福
祉
会
館
。
中
学
生
を
除
く

15
歳
以
上
の
方
20
人（
抽
選
）。900
円
。

募　

必
要
事
項
・
生
年
月
日
・
講

習
会
名
・
開
催
日
を
、
は
が
き
で
、

５
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉
総

務
課
☎
21
―
９
８
６
２
へ
。

弱
視
レ
ン
ズ
な
ど
の
体
験
展

示
会

　

拡
大
読
書
器
や
遮
光
眼
鏡
、
各

種
ル
ー
ペ
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

５
月
10
日（
水
）午
後
２
時
～
４

時
。平
塚
盲
学
校（
追
分
10
―
１
）。

問　

平
塚
盲
学
校
☎
31
―
１
３
４
１

リ
ン
パ
タ
ッ
チ
教
室

　

リ
ン
パ
の
流
れ
を
良
く
す
る
運

動
を
し
ま
す
。

　

６
月
19
日（
月
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
飲
み

物
・
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
室

内
用
運
動
靴
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

腰
痛
・
膝し

つ

痛つ
う

の
予
防
教
室

　

専
門
医
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん

か
。
理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
の

体
験
も
あ
り
ま
す
。

　

６
月
１
日（
木
）午
後
１
時
30
分

　写真共有SNSのインスタグラムでハッシュタグ「#hiratsukagood」
を付けて投稿された写真のパネル展です。「平塚の海」をテーマ
にした写真50枚を展示します。
　撮影場所や「いいね！」の数、コメントなども併記し、インス
タグラムの画面を再現した展示となっています。
　午前10時～午後９時。ららぽーと湘南平塚（天沼10―1）1階。

問　秘書広報課☎21―８55６

　平塚ウィンドオーケストラや、神奈川大学ＪＡＺＺ研
究会などの団体がジャズを演奏します。
　5月14日（日）午後2時開演。中央公民館。

問　まちづくり財団文化事業課☎32―223７

～
３
時
。
本
館
３
階
303
会
議
室
。

市
内
在
住
・
在
勤
の
65
歳
以
上
の

方
45
人（
先
着
順
）。
筆
記
用
具
・

飲
み
物
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
20
―
８
２
１
７
へ
。

く
す
の
木
体
操
講
習
会

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か（
左
写
真
）。

　

６
月
16
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ

浜
20
―
１
）。
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

バ
ス
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

元
気
応
援
ポ
イ
ン
ト
説
明
会

　

市
内
の
介
護
保
険
施
設
な
ど

で
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
や
趣
味

を
生
か
す
活
動
を
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
り
ま
す
。
た
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
、
市
内
の
名
産
品
な
ど

の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
や
交
付
金

と
交
換
で
き
ま
す
。

　

５
月
17
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
福
祉
会
館
。
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
。

問　

福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０

福
祉
事
業
所
の
合
同
説
明
会

　

市
内
の
特
別
支
援
学
校
な
ど
に

通
う
子
ど
も
の
保
護
者
ら
を
対
象

に
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
の

場
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
18
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
。

問　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ
あ
り
が
と
う

の
髙た

か

橋は
し

☎
090
―
３
８
１
５
―
７
５

４
１家

族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
疲
れ
を
癒
し
、
介
護
者
同
士

で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
で
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方（
先
着
順
）。

　

①
５
月
18
日（
木
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
・
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
。
福
祉
会
館
。

各
12
人
②
24
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
。
西
部
福
祉

会
館（
公
所
868
）。
6
人
。

募　

電
話
で
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
に
、
福
祉
会
館

☎
33
―
３
１
０
０
へ
。

健
康
推
進
員
と
一
緒
に
歩
こ
う

　

城
島
地
区
周
辺
の
田
園
風
景
の

中
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　

６
月
13
日（
火
）午
前
９
時
～
午

後
０
時
30
分
。
当
日
午
前
７
時
ご

ろ
の
横
浜
の
降
水
確
率
が
50
㌫
以

上
の
場
合
は
14
日（
水
）に
延
期
。

14
日
も
50
㌫
以
上
の
場
合
は
中

止
。
保
健
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散
。

約
７
・
６
㌖
。
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

帽
子
・
雨
具
。
お
持
ち
の
方
は
歩

数
計
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

↓

疲れをリフレッシュ

手をつなぎたくなる街
� 湘南ひらつかの写真展

湘南ひらつか
ジャズフェスティバル

５月1５日（月）〜21日（日）
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生きがいと健康づくり 地域包括ケア推進課
☎20−8217

通いの場に行きませんか

は じ め よ う ！

　老化のスピードを緩やかにする
方法があります。それは「若々しく
前向きな気持ちを持つこと」と「規
則正しく活動的な生活をすること」
です。
　このためには、身近な通いの場
（サロン）を訪れることが有効です。
通いの場とは、地域にお住まいの
方が集まり、体を動かしたり、趣
味を楽しんだり、おしゃべりをし
たりする場所です。家から出て人
に会うと、良い刺激になり、生活
にメリハリがつきます。社会参加

や生きがいにもつながり、毎日が
楽しくなります。また、無理なく
体を動かすことで、老化のスピー
ドは緩やかになります。
　通いの場の情報は、お住まいの
地域の高齢者よろず相談センター
へお問い合わせください。

　世界各国の料理が味わえる模擬店や、音楽・ダンスなどのステー
ジが楽しめるイベントです。さまざまな国の人たちと触れ合って、
交流を深めませんか。
　５月21日（日）午前10時～午後３時。小雨決行。総合公園平塚のは
らっぱ。

問　文化・交流課☎2５―2５20

お
知
ら
せ

市
民
病
院
の
将
来
構
想
を
策
定

　

市
民
病
院
の
今
後
９
年
間
の
方

向
性
を
示
す「
平
塚
市
民
病
院

Ｆフ

ユ

ー

チ

ヤ

ー

ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ　

Ｖビ

ジ

ヨ

ン

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

　

２
０
１
７
―
２
０
２
５
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
・
図
書
館
や
、
市
民
病

院
ウ
ェ
ブ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問　

経
営
企
画
課
☎
32
―
０
０
１
５

協
働
事
業
の
報
告
会

　

市
民
活
動
団
体
と
市
が
協
働
で

取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
果
や
課
題

な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

　

５
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～
４

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

問　

協
働
推
進
課
☎
21
―
７
５
３
４

リ
ト
ア
ニ
ア
展

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
、
平
塚
市
で
の
受
け
入
れ
が

決
定
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
。
同
国
を

紹
介
す
る
写
真
・
資
料
の
展
示（
左

写
真
）や
、
同
国
製
の
雑
貨
の
販

売
な
ど
を
し
ま
す
。

　

本
館
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

展
示　

５
月
22
日（
月
）～
25
日

（
木
）、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時（
22
日
は
正
午
か
ら
、
25
日
は

午
後
３
時
30
分
ま
で
）。

販
売　

23
日（
火
）～
25
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分
。

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
課
☎
20
―
８
７
０
０

青
少
年
会
館
の
利
用

　

団
体
登
録
を
す
る
と
、集
会
室
・

音
楽
室
・
体
育
館
な
ど
が
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
除
く
、
火
～
日
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
９
時
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
構
成
し

た
団
体
。
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

青
少
年
課
☎
32
―
７
０
２
９

工
業
統
計
調
査

　

従
業
員
が
４
人
以
上
の
製
造
業

の
事
業
所
が
対
象
で
す
。
５
月
下

旬
か
ら
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
り
ま
す
。
調
査
票
は
郵

送
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回

の
調
査
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
で
も
回
答

で
き
ま
す
。

問　

行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

街
頭
労
働
相
談
会

　

賃
金
や
労
働
時
間
、解
雇
な
ど
、

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

が
で
き
ま
す
。

　

５
月
17
日（
水
）午
前
11
時
～
午

後
６
時
。
ら
ら
ぽ
ー
と
湘
南
平
塚

（
天
沼
10
―
１
）３
階
。

問　

県
か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー

湘
南
支
所
☎
22
―
２
７
１
１
内
線

２
５
１
３

城
山
ダ
ム
の
洪
水
対
応
演
習

　

５
月
12
日（
金
）午
前
10
時
～
午

後
3
時
30
分
に
、
相
模
川
周
辺↓

小西絢乃さん（左）　「小学生のころから歌やダンスを習っていました。
平塚は囲碁や第九の合唱など、文化活動が盛んなまちなので、文化や
芸術の発展に貢献できればと思い、応募しました。いつも明るく笑顔
でいることで、子どもたちに好かれる織り姫になりたいです」

齋藤栞さん（中央）　「父や学校の先生の勧めがあり、何より生まれ
育った平塚を盛り上げたいという気持ちがあったため、応募しまし
た。織り姫としていろいろな人と関わって、より多くの人に平塚を
PRできたらうれしいです」

小泉まりなさん　「市内のよさこい踊りのチームで10年間活動してき
ました。生まれ育った平塚やチームの先生に恩返しをしたいという気
持ちが応募のきっかけです。持ち前の明るさで平塚の魅力を積極的に
発信していきたいと思います」

　7月7日（金）〜９日（日）に開く湘南ひらつか七
夕まつりをはじめ、1年間、さまざまな観光行
事に参加し、平塚の魅力をＰＲする湘南ひらつか
織り姫が決定しました。応募者50人の中から選
ばれた小西絢

あや

乃
の

さん、齋
さい

藤
と う

栞
しおり

さん、小泉まりな
さんの３人に応募の動機や織り姫としての意気
込みを聞きました。

問　　　　商業観光課☎３5−8107

異 文 化 を 楽 し も う ♪

国際交流フェスティバル

湘南ひらつか織り姫が決定第６７回
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ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

　「バラは１年中鑑賞でき、品種が豊富です。
同じ品種でも季節や生産者によって花の表情
が違うので、さまざまな楽しみ方ができます」
と語るのは片岡のバラ園「大沢園芸」の大沢知
明さん。民間企業に３年間勤めた後、平成２０
年から家業のバラ作りに携わっています。
　大沢さんは、１１棟のハウス延べ１,０００坪で、
１１品種を育て、年間およそ３０万本を出荷して
います。卒業式や入学式、母の日などがある
３～５月に出荷のピークを迎えます。
　２年前には、鮮度の高い花を保証する「花き
日持ち品質管理認証」を、県内のバラ農家で
初めて取得しました。「バラは病気に弱く、生
産に手間暇がかかりますが、バラの魅力を多
くの人に伝えたい」と大沢さんは話します。

新鮮なバラを届けたい
大沢　知明さん
大沢園芸

市民相談
市民情報・相談課☎２１-8764
市民相談室

◇�一般市民　月～金曜日、
午前8時３０分～正午・午後
１時～５時

◇�一般法律（予約制）　水・
木曜日、午後１時～4時

◇�税務（予約制）　５月２6日
（金）午後１時～4時

◇��登記・供託（予約制）　５
月１２日（金）午後１時～4時

◇�多重債務（予約制）　５月9
日（火）午後１時～4時

◇�年金・社会保険・労災（予
約制）　５月9日（火）午後１
時～4時

◇�不動産（予約制）　５月１9
日（金）、6月２日（金）、午
後１時～4時

◇�分譲マンション管理（予
約制）　５月２２日（月）午後
１時～4時

◇�住宅（新・改築）　５月１6

日（火）午後１時～4時
◇�外国籍　スペイン語：火

曜日／ポルトガル語：水
曜日／午前9時～正午・
午後１時～4時

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時３０分～午後５時��

くらしサポート相談☎２１-88１３
くらしサポート相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時３０分～午後５時��
人権相談

人権・男女共同参画課
☎２１-986１

◇�来所　５月１6日（火）、午
後１時～３時��

障がい福祉課☎２１-8774
障がいがある方の相談

◇�手話案内 ２１−１２１３
　�月～金曜日、午前9時～

午後３時4５分
◇�精神保健福祉相談（予約

制）　月～金曜日、午前8
時３０分～午後５時
女性のための相談

人権・男女共同参画課
☎２１-96１１（相談専用）

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前9時３０分～午後4時

地域包括ケア推進課☎２０-8２１7
65歳からの健康相談

◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前9時３０分～正午・
午後1時３０分～５時

JAビルかながわ☎２１-7５３０
消費生活センター

◇�来所・電話　月～金曜日、
午前9時３０分～午後4時

保健センター☎５５-２１１１
ヘルスアップ相談

◇�来所（予約制）　５月１２日
（金）・３１日（水）、午後１
時～３時
こどもの総合相談
こども家庭課☎２１-984３

◇�こども総合相談　月～金

曜日、午前8時３０分～午
後５時

◇�母子・父子相談　月～金
曜日、午前１０時１５分～午
後５時

産業振興課☎２１-97５8
ビジネス相談

◇�発明・考案・特許（予約制）  
５月１５日（月）午後１時～4時

◇�就労（予約制・先着4人・
１人５０分）　５月１０日（水）・
２4日（水）、午後１時～4時
５０分
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎３6-6０１３

◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前１０時～午後５時

◇�電話　月～金曜日、午前
9時～午後５時

豊田分庁舎☎ ３4-9０76
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
　談・情報提供 月～金曜日、

　午前１０時～午後３時
こども発達支援室くれよん
福祉事業センター
☎３２-２7３8 ３１-１１１4

◇��こどもの発達相談（来所・
予約制）　月～金曜日、午
前8時３０分～午後５時

市民センター☎３4-7３１１
青少年相談室

◇�青少年相談　月～土曜日、
午前１０時～午後6時３０分

◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用）�☎３３−78３０

　�月～土曜日、午前１０時～
午後6時３０分

◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@。
返信に数日かかることが
あります。

栗原ホーム☎３５-6１7５
成年後見利用支援センター

◇�来所・電話　月～金曜日、
午前9時～正午・午後１時
～５時

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

市
民
の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
財

団
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

会
場
は
①
～
④
が
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
⑤

～
⑦
が
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ

ア
リ
ー
ナ
。
抽
選
。

①
ゆ
っ
く
り
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

６

月
28
日
～
９
月
13
日
の
水
曜
日
、

各
全
８
回
、
コ
ー
ス
１
は
午
前
９

時
30
分
～
11
時
、
コ
ー
ス
２
は
午

後
１
時
30
分
～
３
時
。
初
め
て
の

方
は
65
歳
ま
で
、
各
100
人
。
３
０

８
０
円
。

②
水
泳　

６
月
16
日
～
７
月
21
日

の
火
・
金
曜
日
、
全
８
回
、
午
後

６
時
30
分
～
８
時
。
40
人
。
５
１

４
０
円
。

③
ア
ク
ア
ビ
ク
ス　

６
月
８
日
～

７
月
13
日
の
木
曜
日
、
全
６
回
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
。
45

人
。
４
１
１
０
円
。

④
は
つ
ら
つ
水
中
体
操　

６
月
７

日
～
７
月
12
日
の
水
曜
日
、
各
全

６
回
、
コ
ー
ス
１
は
午
前
10
時
15

分
～
11
時
、
コ
ー
ス
２
は
午
前
11

時
15
分
～
正
午
。
各
60
人
。
２
５

７
０
円
。

⑤
産
後
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操　

６
月
14
日
～
28
日
の
水
曜
日
、
全

３
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
。
市
内
在
住
で
出
産
し
て
１
年

以
内
の
方
と
首
が
据
わ
っ
て
い
る

乳
児
25
組
。
800
円
。

⑥
楽
し
く
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

６
月
29
日
～
９
月
28
日
の
木
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
９
時
15
分
～

10
時
45
分
。
50
人
。
２
６
４
０
円
。

⑦
親
子
で
ダ
ン
ス　

６
月
17
日

（
土
）午
前
９
時
45
分
～
10
時
45

分
。
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保

護
者
25
組
。
500
円
。

募　

教
室
名（
コ
ー
ス
名
）・
必
要

事
項
・
年
齢（
⑤
⑦
は
子
ど
も
の

氏
名
と
月
齢
・
年
齢
も
）を
、
は

が
き
で
、５
月
16
日（
火
）ま
で
に
、

〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
ま
ち
づ
く

り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事
業
課
☎
35
―

０
１
０
２
へ
。
同
財
団
ウ
ェ
ブ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
を
無
料
開
放

　

５
月
８
日（
月
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
卓
球
10
台
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
２
面（
当
日
先
着
順
）。
運
動

用
具
。
詳
し
く
は
、
馬
入
ふ
れ
あ

い
公
園
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事

務
所
☎
25
―
０
０
１
１

市
総
体　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会

　

テ
ニ
ス
に
似
た
ル
ー
ル
で
、
室

内
で
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス（
右

下
写
真
）の
大
会
で
す
。

　

６
月
18
日（
日
）午
前
８
時
40
分

ひらつかビジョン
　市政の動きやまちの話題を、東海大学の学生リポーターが紹介
する番組です。５・6月のテーマは「平成２9年度・平塚市の取り組み」
です。子育て支援や高
齢者福祉の施策など、
本年度の市の注目事業
を紹介します。
　SCN湘南チャンネル。
毎週土曜日、午後7時
３０分～7時4５分。毎週
日曜日、午後１時4５分
～２時。Ｙ

ユ ー チ ユ ー ブ

ouＴuｂｅでも配
信します。

問　秘書広報課
☎２１―876１

受
付
開
始
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ

イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。
市
内
在
住
の
中

学
生
を
除
く
15
歳
以
上
で
構
成
し

た
、
地
区
単
位
の
チ
ー
ム
。
個
人

で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

募　

〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア

ム
ひ
ら
つ
か
内
の
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

31
―
３
０
６
０

31
―
９
６
４
０

sports@

や
市
ウ
ェ
ブ
な
ど
に

あ
る
申
込
書
を
、フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
５
月
18
日（
木
）

午
後
５
時
ま
で
に
、
同
課
へ
。

の
警
報
所
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
や
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
を
し
ま

す
。
放
流
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

城
山
ダ
ム
管
理
事
務
所
☎
042

―
782
―
２
８
３
１

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　

平
塚
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
青
空
市
で
す
。
手
作
り
雑

貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
作
っ
た
で
き
た
て
料
理
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

５
月
14
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　

ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

相
模
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

相
模
川
河
口
の
中
州
で
、
ご
み

を
拾
い
ま
す
。
川
・
海
の
生
き
物

の
た
め
に
環
境
を
守
る
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

　

５
月
14
日（
日
）午
前
９
時
～
11

時
。
雨
天
中
止
。
柳
島
管
理
セ
ン

タ
ー（
茅
ケ
崎
市
柳
島
１
９
０
０
）

西
側
付
近
に
集
合
。
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
☎
22
―
２
７
１
１
内
線
２
２

３
１
・
当
日
は
峯み

ね

谷や

☎
090
―
９
３

４
０
―
６
４
５
３
へ
。

↓

広報番組
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●配布のお問合せは、ミッド 0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

博
物
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３３‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
8·

15·

22·

29·

３1
日

■
星
を
見
る
会　

木
星
と
春
の
星

を
見
よ
う　

５
月
19
日（
金
）午
後

７
時
～
８
時
30
分
。
雨
天
曇
天
中

止
。
科
学
教
室
・
屋
上
。

■
天
文
学
入
門
講
座　

恒
星
の
明

る
さ
②　

リ
ギ
ル
ケ
ン
タ
ウ
ル

ス
・
ハ
ダ
ル　

５
月
27
日（
土
）午

後
３
時
30
分
～
５
時
。
講
堂
。
50

人（
当
日
先
着
順
）。

■
星
の
お
兄
さ
ん
爆
笑
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
シ
ョ
ー
ｉｎ
ひ
ら
つ
か　

５

月
21
日（
日
）午
後
６
時
。70
人（
抽

選
）。
200
円
。
18
歳
未
満
の
方
と

65
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
代
表
者
の
必
要

事
項・
人
数（
１
枚
で
３
人
ま
で
）

を
、
往
復
は
が
き
で
、
５
月
14
日

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
8·

15·

22·

29·

３1
日

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示　

創

業
す
る
な
ら
平
塚
で　

ビ
ジ
ネ
ス

支
援　

５
月
30
日（
火
）ま
で
。
貸

出
室
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　

市
内
在
住

の
１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
保
護

者
。
午
前
10
時
～
11
時
30
分
。

　

①
５
月
10
日（
水
）北
図
書
館

（
田
村
３
―
12
―
５
）②
21
日（
日
）

中
央
図
書
館
③
６
月
14
日（
水
）金

田
公
民
館（
入
野
108
―
１
）④
17
日

（
土
）中
央
図
書
館
⑤
28
日（
水
）西

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒

３

☎
３5‒
２
１
１
１

３5‒

２
７
４
１

㊡
8·
15·
22·

29
日

■
リ
ア
ル（
写
実
）の
ゆ
く
え　

高

橋
由ゆ

一い
ち
、
岸
田
劉り

ゆ
う

生せ
い
、
そ
し
て

現
代
に
つ
な
ぐ
も
の　

６
月
11
日

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
起

業
を
支
援
す
る
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は「
起
業
」と
聞
く
と
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。
経
営
感
覚
に
優
れ
た

一
部
の
選
ば
れ
た
人
間
に
し
か

で
き
な
い
と
思
う
方
も
い
れ

ば
、
誰
に
で
も
気
軽
に
始
め
ら

れ
る
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
紹
介
す
る『
壮
年
起
業
』

は
、
40
・
50
歳
代
の
い
わ
ゆ
る

壮
年
と
い
わ
れ
る
年
齢
で
起
業

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
実
際
に

40
歳
代
後
半
で
起
業
し
た
著
者

が
、
精
神
論
か
ら
実
質
的
な
資

金
繰
り
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
ま
で
自
身
の
経
験
を
交

え
な
が
ら
詳
し
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

起
業
す
る
の
は
若
い
人
が
多

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
有
名
な
会
社
の
社
長
の
中
に

は
著
者
と
同
じ
く
40
・
50
歳
代

で
起
業
し
て
成
功
し
た
人
が
多

く
い
る
こ
と
も
本
書
を
読
む
と

分
か
り
ま
す
。

　

で
は
実
際
に
起
業
す
る
た
め

に
は
、
何
を
考
え
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
壮
年
起
業
家
に
と
っ
て

は
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
培
っ
て

き
た
多
く
の
人
脈
や
、
社
会
貢

献
へ
の
情
熱
が
起
業
へ
の
原
動

力
に
な
り
得
ま
す
。
ま
た
、
支

え
と
な
る
家
族
の
協
力
や
理
解

も
大
事
な
要
素
で
あ
る
こ
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
若
い
こ
ろ
と
は
違
う
、
壮

年
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し

た
起
業
の
や
り
方
が
あ
る
」と

い
う
著
者
か
ら
の
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
く
る
1
冊

で
す
。

　

中
央
図
書
館
で
は
５
月
30
日

ま
で「
創
業
す
る
な
ら
平
塚
で
」

を
テ
ー
マ
に
、
起
業
に
役
立
つ

本
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
起
業
に
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

児
玉
喜
久
夫
著「
壮
年
起
業
」

（
日
）ま
で
に
、博
物
館
へ
。博
物
館

ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影　

70

人（
当
日
先
着
順
）。
200
円
。
18
歳

未
満
の
方
と
65
歳
以
上
の
方
は
無

料
で
す
。

☆
宇
宙
か
ら
見
た
流
星　

６
月
４

日（
日
）ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
午

前
11
時
と
午
後
２
時
。土
曜
日
は
、

午
後
2
時
の
回
の
み
。

☆
幼
児
向
け
番
組
　
ぼ
く
た
ち
惑

星
８
兄
弟　

５
月
13
日
～
７
月
15

日
の
土
曜
日
、
午
前
11
時
。

☆
星
空
と
音
楽
の
夕
べ
　
夢
見
る

人　

５
月
20
日（
土
）午
後
４
時
。

■
五
月
人
形
展　

５
月
７
日（
日
）

ま
で
。
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
春
期
特
別
展　

女
の
子
と
男
の

子
の
お
雛ひ

な
さ
ま　

桃
と
端
午
の
節

句
人
形　

５
月
７
日（
日
）ま
で
。

特
別
展
示
室
。

展
示
解
説　

６
日（
土
）午
後
１
時

～
１
時
50
分
。

■
ひ
ら
つ
か
星
空
調
査
隊
３
年
間

の
あ
ゆ
み　

５
月
７
日（
日
）ま

で
。
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
新
着
資
料
展　

天
文
・
地
質　

５
月
13
日（
土
）～
６
月
４
日（
日
）。

寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
堤
静
夫
・
眞ま

理り

子こ

氏
食
玩
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

５
月
13
日（
土
）～
７

月
17
日（
祝
）。
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
ろ
ば
た
ば
な
し　

民
家
の
い
ろ

り
端
で
昔
話
を
語
り
ま
す
。

　

５
月
21
日（
日
）、
午
後
１
時
20

分
と
３
時
。
古
民
家
。

（
日
）ま
で
。
800
円
、
高
校
生
・
大

学
生
500
円
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

５
月
13
日

（
土
）午
後
２
時
～
２
時
40
分
。
展

示
室
。
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

対
談
　
リ
ア
ル（
写
実
）の
ゆ
く
え

展
を
熱
く
語
る　

栃
木
県
足
利
市

立
美
術
館
の
江
尻
潔
学
芸
員
と
平

塚
市
美
術
館
の
土
方
明
司
館
長
代

理
が
対
談
し
ま
す
。

　

５
月
21
日（
日
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。

150
人（
当
日
先
着
順
）。

親
子
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
ム　

５

月
12
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
集
合
。
未

就
学
児
と
保
護
者
。
保
護
者
は
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

■
斎
藤
文
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

浮

世
絵
・
神
奈
川
名
所
め
ぐ
り　

６

月
11
日（
日
）ま
で
。
400
円
、
高
校

生
・
大
学
生
200
円
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

５
月
20
日

（
土
）午
後
２
時
～
２
時
40
分
。
展

示
室
。
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

浮
世
絵
版
画
　
摺す

り
の
実
演
会　

５
月
14
日（
日
）午
前
11
時
～
午
後
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　５月７日（日）。当日先着順。②⑥雨天中止⑩雨
天曇天中止⑦各10人⑧各1５人。
　①古代生活体験　火起こし　午後２時～４時②
洗たく板でお洗たく　午前10時～正午③おひな
さま探し　午前10時～午後４時④折り紙の節句飾
りを作ろう　午前10時～正午と午後１時～２時30
分⑤紙芝居　須賀のとんきょ話と平塚の不思議
な話　午後3時～3時４0分⑥はやしたいこ体験　
午後1時～２時⑦おいしく学ぶキッチン火山実験
（下写真）　午前10時と11時。午前９時から受け付

け。２00円⑧小さ
いけど偉大なプチ
化石実物図鑑づく
り　午後1時30分・
２時30分・3時30分
（午後0時４５分から
受け付け）。100円
⑨プラネタリウム
こどもフェスタス

ペシャル　午前10時・11時・午後1時・２時・3時・
４時⑩太陽黒点を見よう　午前10時～正午⑪博物
館ぶたいうらたんけんツアー　午前11時・午後２
時・４時⑫はくぶつかんたんけんミッションゲー
ム　午前10時～午後3時30分⑬水ロケットを打ち
上げよう　午後1時30分～3時30分。

問　博物館☎33―５111

０
時
30
分
と
２
時
～
３
時
30
分
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。
各
50
人

（
当
日
先
着
順
）。

親
子
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
ム　

５

月
17
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
集
合
。
未

就
学
児
と
保
護
者
。
保
護
者
は
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

■
デ
ッ
サ
ン
教
室　

６
月
４
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
。
18

歳
以
上
の
方
16
人（
抽
選
）。500
円
。

募　

講
座
名
・
実
施
日
時
・
必
要

事
項
・
年
齢
を
、
は
が
き
・
メ
ー

ル
で
、
５
月
18
日（
木
）ま
で
に
、

美
術
館

art-m
use@

へ
。
メ
ー

ル
は
件
名
に
イ
ベ
ン
ト
名
と
実
施

日
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

５

月
９
日（
火
）～
14
日（
日
）平
塚
写

真
連
盟
展
。
16
日（
火
）～
21
日

（
日
）現
代
電
脳
絵
師
展
。
24
日

（
水
）～
28
日（
日
）茅ぼ

う
花か

展
。
30
日

（
火
）～
６
月
４
日（
日
）洛ら

く

湘し
よ
う

会

展
。
５
月
31
日（
水
）～
６
月
４
日

ア
ト
リ
エ
・
プ
リ
ズ
ム
２
人
展　

美
し
い
色
の
世
界　

パ
ス
テ
ル

画
、
水
彩
画
、
ク
レ
ヨ
ン
画
。

図
書
館（
山
下
760
―
３
）。

募　

電
話
ま
た
は
図
書
館
ウ
ェ
ブ

で
、
中
央
図
書
館
へ
。

■
中
央
図
書
館　

映
画
会　

日
曜

日
、
午
後
２
時
。
３
階
ホ
ー
ル
。

　

５
月
７
日﹇
子
ど
も
読
書
の
日

特
別
映
画
会
﹈バ
ン
ビ（
ア
ニ
メ
）。

14
日﹇
子
ど
も
映
画
会
﹈あ
し
な
が

お
じ
さ
ん（
ア
ニ
メ
）。
21
日﹇
一

般
映
画
会
﹈広
報
ビ
デ
オ　

ひ
ら

つ
か
ビ
ジ
ョ
ン　

平
成
29
年
度
・

平
塚
市
の
取
り
組
み（
実
写
）・
石

井
の
お
と
う
さ
ん
あ
り
が
と
う

（
実
写
）。
28
日﹇
子
ど
も
映
画
会
﹈

グ
リ
ム
名
作
童
話
集
５　

ブ
レ
ー

メ
ン
の
音
楽
隊
・
巨
人
退
治
の
ぺ

テ
ル
・
星
の
コ
ス
モ
ス（
ア
ニ
メ
）。

中央図書館
☎３1―０４１５

博物館


